
解FT中であるが,頭蓋底部のキフォーゼの他に,疏

椎と針台の間にも,各分析群に共通して,種々の程

皮のキフォーゼがみられることを発見し,その成果

をまとめつつある｡

5) ユホ1/ザルの生態,形態学的変異に関する研究

和 田 一 雄

6) イソド産狭各位の生態 ･形態学的変異に関する研究

和 田 一 雄

5).6)については年報第2巻7頁参照｡

7) 満帆 l性 息ニホソザルの行動と個体群動態

西 都 疏 達

ニホソザルの行動の令変化に関する調査およびポビ I

I/-シtLソ･セソサスをいずれも高崎山において行なっ

た｡なお,扱者は生活史研究部門の大沢秀行氏および杉

Ill串丸凪 および京大理学部自然人琉学研究室の増井磁

一氏との舛同研究であるo

なお. 旧和47年皮文部省海外学術研究員招-いによ

り. 昭和46年9月1日より11月30日まで キール大学の

W.Hcrre捌変が来日,当部門の江原が対応し, 日本人

机･:l':公.);(大理学臥 日本家畜学会,在来家畜研究会,

名大B't':1':.t'N'呼で,冨経机および特別講義が行なわれた｡

総 出

1) 即釈放 (1972);墾田迫伝学の立場からみたサルo

バイオテク 3:413-417｡

2) 江FG(伯~打 (1972):入校学からみた化石人塀の言語

的iLtB･｡冒語 7:493-502.

3) 江脱的滋(1972):外国人研究員とその対応教官の悩

み｡'学術月報 9:578-581.

韻 文

1) Nozawa,K.(1972):PopulationgeneticsofJapanese

monkcys.I.Estinlationoftheeffectivetr00psize.

PTl'maLe∫13:381-393.

学 会 発 表

1) ニホソザルの四肢崎塾への迫伝学的7プ｡-チ

野 沢 謙

抑17回7't)マーチス研究会 (1973)

2) 'iLi艮机とくにニホソザルの ｢て｣の使用

江原旧菩 ･河合雅雄

,T1726回日本人析学会日本民族学会迎合大会 (1972)

3) Agechangesinthevo瓜Iizationoffree･ranging

Japanesemonkeys.

AkisatoNishimura

Fourthlnt.Congr.Primatol.,Portland(1972).

4) ヤクザルにおいて固定されたPGM2座位の変異につ

いて

庄武孝義 ･大介よし子･野沢 謙

第17回ブ1)-7-テス研究会 (1973)

5) ニホソザルにおけるLLDHおよびMDHアイソザイ

ムの多型現象について

庄 武 夢 虫

第17回プ1)マーチス研究会 (1973)

生活史研究部門

杉山串九 ･小山直樹

田中二郎 ･大沢秀行 ゝ

研 究 概 要

1) ニホソザルの個体群生態学的研究

杉山率丸 Hj､山直樹 ･大沢秀行

1. 盟仙山生息ニホソザル地域個体群の動態｡特定群

の全個体標識識別を基掛 こ,出生･死亡 ･晦まかこよ

る個体群変動を,長年月にわたる人口学的研究の一

環として,継杭進行中であるo同時に,隣接する純

野生郡についても,厳密さは欠くが人口'-'j':的変動の

資料を蓄税しつつある｡

2.嵐山生息ニホソザルの個体群変動についてのn料

を袋班し,現在共同研究者らとその分析を行ないつ

つある｡

3. 高崎山生息ニホソザルの個体群動態O変災研究部

門の研究概要参照｡

2) イソド亜大陸を中心とする狭舟狂の動物地理学的研

究

杉山串九 ･小山直耕･和田一雄
イソド･セィ｡ソに生息する狭舟猿,Macaca抗と

PTeSbJLi∫尻の分布とすみわけの実態を明らかにし,柾間

および屈問の環境への適応のしかたの変興を,主とし

て,M.mulaLtaとM.Tadiataの分布境界線上で探る一

方,異なった環境下における各種 (とくにP.enEcthL∫と

M.mutat(a)の生活様式とその変只を,主としてヒマラ

ヤ高地において探ったoこれは長期継杭研兜の約1段階

である｡

3) 狩孤採柴民の生態人Wl学的研究

田 中 二 郎

現存狩猟採袋民,とくに南ア71)カのプッシュマソを

対象に,生息地の食物丑と遊動,摂食正,行動正,行動

抱囲から社会構造にいたる生態学的研究を進めており,

究極的には各惑霊長現の社会生態学的研究と関連させな

がら,人柄進化の過程における生活様式の役元を試みよ
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うとする｡昭和46-47年度にわたる節2次野外閃光によ

って,生計様式.･1j!閉脚辺の継杭的な祝窮迫)Rな行な

い.かつF<糊にわたる人口動態滋明らかにするためn料

を苔桃しつつある｡

輪 文

1) 杉山串九 (1972):霊長炉の進化における社会と偶

作性の禿達｡生物科学 23:183-188.

2) Sugiyama,Y.(1972):S∝ialcharacteristicsand

s∝ialization ofwild chimpanzees.In PTZ'mdte

SociaEi{aLLon.(F.E.Poirier,ed.) pp.145-163.

RandomHouse,NewYork.

3) 只野Tr三 ･乗越怖司 ･小111荘i樹 (1972):ニホソザ

ル以山A郡の性.年令,作況に関する調査紡果｡人

研学雑誌 80:381-3830

生理研究部門

大沢 済 ･大出J TT7

日片文夫

研 究 概 要

I) 温度適応の研究

大沢抗 ･大島tE7･日片文夫 ･原文江1)

近砺四郎 ･_rf_分村リい 岡田守彦の3氏との共同で,温

度にたいする吐理的適応の総合的な研究を行なってい

る.一定の阻庇に適応したニホソザルおよびカニクイザ

ルの珊々の氾庇におけるエネルギ一代乱 体温調節に関

する生理的箔現&,ノルエビネ71)ソなどにたいする反

応等を比較した｡ また, ニホソザルについて hunting

reactionを血管平田筋の収縮卿 持より,耶 紬的に説明し

ようと試みた｡

2) 霊長現の生棺生理に関する益田的研究

大 島 辞

ニホソザルの交尾期の生息地域ごとのズレが環境要因

か,郡悶迄の迫伝的要因によるものか,または群れの構

成の射 ヒといった生態的要因によるものかを追求する｡

3) ブt]スタグラソディソの苅作退縮械序に関する神経

1J1分予必的研兜

大 仏 117
ブpスク〆ラソデ ィソの怖洗流作用のメカニズムをウ

サギ,サル,ヒトで比較する｡

4) ニホソザル胎盤仕訳自ホルJC･ソ(MPL)に関する研

兜

大 flJ Tt?

I)教務職員

ヒト胎触性琵自ホルモソ(HLP)と比較しながらMPL

の測定法を確立し. これとサルの生統一妊娠周期や胎児

F.5性との閃逆性を兜明しようと肘弼している｡

5) 分娩時子宵収桁伝椛に関する花災iL:斑学的研兜

大 nJ 的
分校時子官収桁の苑LL!.伝ほの株式について分蛇時子

宵に5-8偶の花梅な淡新し,収桁伝将バターソな耶析

しようとするものである｡

6) テレメト1)-によるサル郡関の姿動の比較とサルの

内臓機能との関連に関する研究

日 片 文 夫

年報節2懇9頁参照.

論 文

1) Oshima,冗..C.JollnSOnandA.Gorbman(1972);

Relationsbetweenprolongedhypothyroidism nnd

electroneurophysiologicaleventsin trout,SOtmo

goiTdlZeTTl'1'.Effectsofreplacementdosesofthyrox･

ine.Gelt.Com♪.EIZdom'noL.3;529-541.

2) OshimaIく.,nndK.Matsumoto(1972):Absorption

ofprostaglandinE2anduterinesensitivityoEtlle

non･pregnantandpregnLlntnlOnkey;nvivo.PTOJ･

LOgLalFdzltZ13:447-455.

3) 大島 hll(1973):閑伊川河川水によって肪托された

シpサケのダも'm映球誘起脳改.1(tと卵 140;114｡

4) 西村敏雄 ･大仏m･他 (1973):monkeypILICental

proteinhormoncsに関する研兜 (卯1鞭)｡日本内

分泌学会雄沈49:379.

学 会 発 安

1) Absorptionofomlly･administeredprostaglandinE2
anduterinecontractilityandbodytemperaturein

monkeys.

K.Oshima,M.Sasada,K.Matsumoto,

K.IshiiandK.Matsubayashi

Thirdlnt.Symp.Su.Psychoneuroend∝rinol.,

Lendon(1972).

2) キソギさの飼育温度を変えたときの肝臓乳概脱水前

酵素アイソザイムの型にたいする飼育温皮の形坪-

Ⅱ

佃 弘子 ･大沢 折

節43回日本動物学会 (1972)

3) 朽内海水シpサケの映球済起脳汝による吋Jl旧 榊幾

拝に関する研死

大 f7J m
卯26回日本医学会シソポー}ウふ,
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